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管弦楽法つまみ食い その４ 

吹奏楽の楽器の使い方 ～基礎の基礎～ 

          副指揮者・石井 邦紀 

 

 前回（その３）では倍音構成、形成音、弦楽

器と打楽器の音色と特徴について述べました。

今回は、管楽器の音色と特徴について述べてみ

ます。この部分については、皆さんが日頃耳に

している楽器のことなので、容易にご理解いた

だけると思いますが、文章に整理すると一層理

解が深まると思います。 

●フルート（倍音なし・形成音なし） 

 倍音成分が非常に少ない純音に近い音色です。

ほぼその周波数の音だけを響かせる楽器なので、

当然形成音はない、倍音成分が少ないと言うそ

の性質こそがフルート音の特徴と言えます。形

成音が無いから他の音に邪魔されることがなく、

フルート音は他のどの楽器ともなじみやすい。

高音域は非常に明るく表情豊かな明瞭で透明感

のある音色でありマスクされることは無いが、

低中音域で音域が下がるほどマスクされてしま

い、低中音域ではソロかそれに近い用い方が必

要となります。 

●オーボエ（高次倍音強調・形成音Ａ５） 

 高次倍音が強調されしかも不規則な倍音構成

となっている独特の音色を持っています。その

ため、他の楽器と同時に演奏してもマスクされ

ることが無い。ユニゾンで奏してもその音色は

際立ち他の楽器と組み合わせてハーモニーの一

部として用いるとやや突出しやすい。オーボエ

の音を特徴づける形成音はＡ５の周辺にあり、

倍音特性上どの音を鳴らしても固定形成音のＡ

５周辺の周波数帯の音は鳴ります。しかし、鳴

らした音がＡ５を越えてしまうと形成音は全く

なくなるため、Ａ５より上の音色はイメージが

変わってします。 

●クラリネット（独自倍音構成・形成音なし） 

 唯一閉管構造を持ち、奇数倍音しか存在しな

い独特の音色を持つ楽器です。クラリネットの

音はクラリネットにしか出せません。基本的に

倍音は元の音が低いほど目立つ音であり、シャ

ルモーと呼ばれる低音域はクラリネットの独特

の倍音を強調した音色になります。独特の倍音

が目立ちにくい高音域は、明るく晴れやかや、

暖かく透明、時には鋭く等、豊かな表情の表現

ができます。喉の音と呼ばれる中音域は他の音

域に比べて音が薄くなり音型によっては指使い

が難しくなり注意が必要。クラリネットは倍音

構成の方が特徴的なので、これと言った形成音

は特に存在しません。 

 

 

 

●ファゴット（独自倍音構成・形成音Ｃ５） 

 オーケストラ楽器の中ではおそらく、一番扱

いに配慮が必要な楽器です。倍音構成はオーボ

エ以上に不規則で、元の音が全く鳴らない音域

もあります。例えばＣ１の音を鳴らしてもＣ１

の音は鳴らない、実際に鳴るのは第２倍音から

の倍音成分だけです。差音によって鳴っている

ように聴こえるのです。ファゴットの低音部は

ほぼ差音の作用で鳴らしているため、他の楽器

がファゴットの低音部に重なると、ファゴット

の音色は、全く低音部が消えてしまったような

感じになります。ファゴットは上記のように倍

音構造が不規則なため、倍音構造が特定されず、

結果としてファゴットの音色は形成音が非常に

シニア便り 



重視されます。そのため、ファゴットの形成音

であるＣ５周辺の音域を、他の楽器で適当に埋

めてしまうと、ファゴットの音色を殺してしま

うことになります。 

●ホルン（低次倍音強調・形成音なし） 

 階段上に綺麗に変化していく倍音を持ってい

て、特徴的となる形成音もこの楽器には特にあ

りません。そのため和音を綺麗に響かせること

ができ、この楽器の最大の特徴となります。ま

たこうした音色のため、金管とも木管とも良く

溶け合い、両者を結びつけるように用いられる

ことも多い。木管楽器郡のクレッシェンドなど

ダイナミックスを補助する使い方に効果があり

ます。 

●トランペット（低次倍音強調・形成音高音域） 

 倍音構造としては低次倍音が強いが、トラン

ペットの音色を特徴づけているのは高音域の形

成音になります。そのため、管弦楽器ではフル

ートとかバイオリンの高音域のような、かなり

の高音が出せる楽器でないとマスクできません。

トランペットの形成音をマスクできるくらい高

音域が強いと、そもそも楽曲として不自然な状

態になってしまう可能性が高いので、合奏体の

中では最もマスクされにくい楽器と言えます。 

 

 

 

●トロンボーン（高次倍音強調・形成音Ｃ４） 

 金管楽器には珍しく高次倍音が強い音色です。

形成音も非常に低い位置にあるのが印象的。ト

ロンボーンは形成音が非常に低い位置にあるの

で、高音域を出そうとすると形成音が鳴らなく

なります。トロンボーンはＣ４の形成音を境に

して、音色が大きく変わって聴こえるため、そ

の境をうろうろするような旋律を奏でると、不

自然な印象となりやすく注意が必要。Ｃ４より

上の音は形成音が無いため、音量によってはマ

スクされやすくなります。 

●チューバ（独自倍音構成・形成音Ｃ４） 

 倍音が一定しなかったり低音は元の音が弱ま

ったりと、同じ低音楽器のファゴットと似た性

質を持った音色です。ファゴットに比べれば倍

音も安定していて形成音も強く、低音でも元の

音が完全に消えてしまうことはないので、ファ

ゴットほどマスクされることに気を使う必要は

ありません。ただ取り扱いはファゴットに準じ

ます。低音を鳴らしてる時にその倍音を邪魔す

る音が入ったり、形成音近辺に他の楽器がある

とマスクされやすくなります。 

 

 

 

● サクソフォーン（独自倍音形成） 

 比較的新しい楽器であり、比較的合理的な設

計で作られ、クラリネットと同じくシングルリ

ードの楽器だが、全体として円錐状になってい

るため、整数倍の倍音を出すことができ、円筒

管のクラリネットとは全く異なる音色となりま

す。また、偶数倍音が出るためオクターブキー

を操作することにより、他の指は同じフィンガ

リングのままでオクターブの異なる音階が吹け

ることも、クラリネットと異なる特徴。一般的

にはソプラノからバリトンまでが用いられるが、

各楽器とも音色の変化の幅は他の管楽器より大

きい。クラッシックやジャズ、ポップスと音楽

のジャンル毎の音色のイメージの差も大きい。 

●ユーホニアム（低次倍音強調） 

 「ユーホニウム」と称される事もあるが、正

しくは「ユーホニアム」是非、正しい名称で読

んであげましょう。チューバのオクターブ上の

楽器として考えることもできるが、サクソルン

属の楽器から発達したものであり、より円錐管

の特徴を強く持ち倍音が綺麗に並ぶが、管の太

さにより高次倍音の減衰が大きい。その為、太

く柔らかい音としてイメージされることが多く、

その特徴から他の楽器の音と溶け込みやすいた

め、吹奏楽の中では様々な用途に用いられてい

ます。しかし、奏法の工夫による音色の自由度

は高く、近年、独奏楽器としての地位が高まっ

ています。 

 これまで述べた、楽器ごとの特徴を踏まえ、

楽器の組み合わせ方を学び、和声学や対位法の

理論をベースに編曲をするわけですが、実際に

書いてみることが大切です。その為に、まずは、



自分の演奏している楽器のアンサンブルを編曲

してみてはいかがでしょうか。自分の演奏して

いる楽器でしたら効果的な使い方や、難しく避

けた方が良い使い方がよく分かっていますから、

編曲が容易にできます。西洋音楽の基本はソプ

ラノ、アルト、テナー、バスの４声体になりま

す。バイエル等の簡単なピアノ曲を４～５声の

アンサンブルに編曲してみることからトライし

てみてください。 

 

新入団員からのごあいさつ 

『シニアにいらっしゃるんですね』 

ホルン  中屋 心人 

 

吹奏楽とホルンとの出会いは中学生から。吹

奏楽部にいた友人から誘われ、中途入部だった

事もあり募集枠が余っていた楽器がホルンでし

た。それから高校までは吹奏楽漬けの日々。部

活だけに留まらず自分の部屋でも常に吹奏楽や

オーケストラがＢＧＭでした。社会人からは仕

事の都合上、楽器を練習できる時間が取れなか

ったので楽団などに所属せず演奏会に行ったり

たまに楽器を吹いたりと細々と活動していまし

た。 

 昨年９月、全道大会にヘルプとして参加後の

帰り道、ある方の楽器にシニアのネームタグが

ぶら下がっているのを見た時の一言が表記冒頭

の一言でありシニアとの出会いです。翌月には

演奏会のチケットを頂き瞬く間に見学へ。皆様

が暖かく迎い入れて頂き、バンドの落ち着いた

感じも手伝って入団を決意しました。 

 妻と小さな子供が一人おり、互いの仕事の関

係で練習に参加出来ない時もあるかもしれませ

んがなるべく参加していきたいので皆様よろし

くお願いします。 

 

団員のことをもっと知ろう！  ＃００１ 

トロンボーン  柿岡 武弘 

 

最初の登場は「第２１回定期演奏会」の実行

委員長・柿岡さんです。柿岡さんは「射手座」

のＯ型で酉年、入団はＨ１２年１１月、第８回

定演（Ｈ１３）より、担当パートは主に２，３

番Ｔｂです。第１５回定演で実行委員を、Ｈ２

１年４月～理事、Ｈ２１年１１月～Ｈ２４年３

月末まで事務局長（臨時）として活躍。 

柿岡さんのことをいろいろ教えてもらいまし

た！（編集部記） 

●出身地： 秋田県 

●音楽以外の趣味： ソフトテニス 現在は「縄

文遺跡」の勉強にはまっています 

●仕事： ＮＴＴに無線通信士で入社後、仕事が

変わりケーブル敷設の現場作業をしたり電話の

故障修理を担当 

●性格： 根暗、おっちょこちょい 

●好きな本： 「鬼平犯科帳」等の池波正太郎、

藤沢周平のもの 

●楽器を選んだ理由： 他の楽器は恰好が良すぎ

て、自分のタイプではない 

●やってみたい楽器： ユーフォニアム 

●自分を例えるならこの楽器： 当然トロンボー

ン、ただしソロは取れない伴奏専門 

●アクシデント： 第１３回定演で旭小学校との

合同演奏の時、ソロを吹くはずがリズムがズレ

音を出せず、エアー・トロンボーンで吹く真似

だけをしてしまった。 

聴きに来ていたカミさんに音が聞こえなかった

と言われたが・・・吹いてないから当然 

●夢、目標： つい最近までは口笛を吹くような

感じでメロディーを自由にふけるようになりた

いと思っていたが、音感のない事がはっきりし

たので諦めている。 

●思い出の〇〇： やはり最初の定演で演奏した

「フィンランディア」 

●団員へ一言： 団の運営にもっと積極的に関わ

って欲しい 

 

団員のことをもっと知ろう！ ＃００２ 

ファゴット  長内 孝一 

 

次の登場は、第２１回定演から故・林団長の

ご家族から寄贈されたファゴットで出演予定の

長内さんです。長内さんは「おうし座」のＡ型、

第１７回定演前に入団、テナーやバリトンサッ



クスを担当、ファゴットへの移籍経緯は、以前

からバリサクで時々ファゴットパートの楽譜を

吹いていたこともあり、中村先生からのお誘い

を受け、おもしろそうなので即決したそうです。

ファゴットは、フィンガリングが不思議で音程

もアバウト、もちろんチューニングする部分も

ないので、全て口まかせ、原始的な楽器なんだ

そうです！（編集部記） 

 以下、長内さんより「まだまだ吹ける段階に

至らず、雑音だらけですが、この年齢でもチャ

レンジ精神があれば、ある程度は吹けるように

なるはずだという信念の元、頑張ります！」 

●出身地： 函館ということにしておきましょう 

●音楽以外の趣味： 軍事マニアだったりします。

特に第二次大戦中の艦船についての資料集め等

です。作っていない艦船のプラモもたくさんあ

り、いつか作ろうと思いつつ、箱が増えていく

だけです。観る映画も海を舞台にした戦争もの

です。それとクルマです。今まで２０台以上の

クルマを乗り継いでいます。 

●仕事： 某通信会社で、料金担当、要するに金

取りの仕事をしています。 

●意外な一面： 洗濯とアイロンがけが得意です。

なぜか親父から教えられました。 

株や国債等に投資し、損したり、儲けたりし

てます。今まで、拓銀、東京電力の株で、大損

しています。 

●サックスは？： サックスも吹き続けています。

サックスアンサンブルチームを作って活動して

います。バリを持っていることから、どうして

もバリを吹く機会が多くなります。でも、本当

はアルトを吹きたいんです。 

●あこがれ(やってみたい)の楽器： あこがれの

楽器はオーボエです。音に存在感がありますか

ら。 

●吹いてみたい楽器： ホルンです。元々がホル

ン吹きですから。それとオーボエです。存在感

のある音が最高です。 

●いままで本番であったアクシデント： 

①楽譜を全部、家に忘れてきたため、急遽バス

クラ、チューバの楽譜をコピーさせてもらい、

バリで演奏しました。（先日のシルバーハイツの

出来事です) 

②キタラで、ソロの大はずし。その時の録音Ｃ

Ｄは未だに聞くことが出来ません。 

●これからの目標： ８０歳まで吹き続けられる

身体作り。一昨年から、この目標を自分に課し、

身体の悪い部分を徹底的に治してきました。特

に目は、今やらなくてもいい手術をし、少しで

も楽譜を読みやすくするよう改善しました。ま

た、体重の軽減、歯の治療、基礎代謝のアップ

等にも取り組んできました。 

●思い出の曲： ４３年前、アルトホルンで、初

めて合奏に参加したときの曲、軍艦行進曲と、

士官候補生。それと、木陰の散歩道。高校の吹

部で、演奏会の最後に必ず演奏していた曲で、

ラララーと歌う部分が好きでした。これら３曲

は、また演奏してみたいです。 

●最後に一言： 指揮を見ましょう! 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

編 集 余 禄 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

◆雪もだいぶ溶けましたね。春が待ち遠しいで

す。今年の冬の練習場は体育館とは違ってかな

り快適でしたね。豊水会館の館長さんは北海道

シニア吹奏楽団のファンだそうです。そのため、

練習日を優先的に入れてくれたそうです！駐車

場の雪はねも市に交渉してくれたそうです。あ

りがたいですね。もっとシニアファンが増えて

くれるように頑張りましょう！ （高橋幸恵） 

◆先日はシルバーハイツの演奏会お疲れ様でし

た。場所の関係などもあり全員で参加できない

のが残念ですが、その様子の写真をインターネ

ットからご覧いただけます。シニアのホームペ

ージの掲示板にアドレスを載せますのでぜひご

覧ください。 （長土居梨那） 

 

♪原稿を募集しています。音楽に関すること 

でこんなことを知ってほしいなど、お気軽に 

編集部までお知らせください。 

 

 

 


